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障害、疾患、病気、壁 
どう違うの？！



疾患　＝　病気
「知的障害」・「身体障害」・「視覚障害」・「聴覚障害」　などなど、治療やリ
ハビリをしても完全に治らないものを障害と呼ばれています。

一方、「風邪」・「インフルエンザ」　など、治療を施せば完治するものを病気と
呼ばれています。これを一般的に疾患と呼ばれています。

「精神疾患」と「精神障害」の違い（医学の観点から）
精神科の枠組みの中には、原因が未だに良くわからないものも存在します。原因が
わかっていないので、この状態に対して、いかにして取り組んでいくのか？　目の
前に存在する障害を、どのようにして解決していくか？

このように、原因がわかっていないケースのものを、精神障害という言葉が用いて
表します。

http://www.cocoro-skip.com/fukushi/10069.html
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NHK for school u&i 「u&i」は発達障害などの困難があるこどもたちの特性
を知ることで、多様性への理解を深めるこども番組です。
メインパートは、こどもと妖精の対話劇。困難のある友
達の“ココロの声”に耳を傾けながら、その悩みや特性を
知り、どうしていくのがいいかを考える力を身につけて
いきます。



NHK for school 電子黒板　特別支援

http://www.nhk.or.jp/school/dcontent/tokushi1/
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Chapter 0
そもそも どんな壁？！

学習障害では手帳は発行されません
”障害”ではなくて ”壁”？！

（自分の問題でなくて、社会の問題？！）



基本的には全般的な知的発達に遅れはないが、聞く、話す、
読む、書く、計算する又は推論する能力のうち特定のものの
習得と使用に著しい困難を示す様々な状態を指すものである。

学習障害は、その原因として、中枢神経系に何らかの機能障
害があると推定されるが、視覚障害、聴覚障害、知的障害、
情緒障害などの障害や、環境的な要因が直接の原因となるも
のではない。 

文部科学省は、学習障害を以下のように定義しています。

出典：http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/tokubetu/004/008/001.htm

http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/tokubetu/004/008/001.htm


事例検討１



中学３年生　書くことが困難？！
自閉症スペクトラム　IQ89　療育B 
３年でカミングアウト　L通入級



事例検討２



この板書、上から２行を
写すのに３８回板書を見
ている 
書くことがかなり遅い

中学３年生　書くことが困難？！
自閉症スペクトラム　IQ100 

授業はほとんど寝ている　L通入級



事例検討３



小学６年生　漢字を書くことだけが出来ない？！



事例検討４



小学５年生　書くことが困難？！



Chapter 1
壁の越え方



学習に対する「壁」の超え方と支援のポイント

よじ登る（訓練する） 
回避する（代替手段） 
持ち上げてもらう（力を借りる） 
壊す（ルールを変える） 
超えずに済ます（価値観を変える） 
・・・

通級指導教室
普通級

学校
社会

普通学級に在籍する学習面又は行動面で著しい困難を示す　6.5％（平成24年　文科省）

反復練習 
ICT機器等の活用 
自助具等の活用 
評価方法の変更 
自己認知・リフレーミング 

読みが困難⇒音声読み上げ 
書きが困難⇒音声入力・キーボート入力 
計算が困難⇒電卓などの活用 
記憶が困難⇒画像保存や音声録音 
聞くが困難⇒イヤマフ・文字で提示 
話すが困難⇒文字で表出



Chapter 3
壊す（ルールを変える）



読む



座って読む



書く



マークシート



選択肢



ずっと座れない



立って学習



Chapter 4
持ち上げてもらう（力を借りる）



読む



スリット板



ルビふり



書く



ペングリップ



定規



プリント拡大



計算する



かけ算　筆算補助



マス目あり



Chapter 5
回避する（代替手段）



読む



音声付き教科書

小学校・中学校の国語が提供されています（有償） 
必要な時だけ、さっと読みの支援を受けることが可能です 
普通級での活用時には、ボリュームを小さくしたり、イヤホンで音声を聞きます



音声付き教科書　Daisy

小学校・中学校の全教科が提供されています（無償）　Windows,iPad 
紙の教科書を読む事が困難な児童生徒に限り無償で提供されています 
京都市の場合には一括申請（育成支援課に申請）で提供



音声付き教科書　Access Reading

小学校・中学校・高校（一部）が提供されています（無償）　Windows,iPad 
紙の教科書を読む事が困難な児童生徒に限り無償で提供されています 
教科書に関わらず、Word文書であれば何でもハイライト表示で読み上げ可能



VOCA-PEN(ボカペン）

教科書以外の文書（資料集やテストプリント・修学旅行のハンドブックなど） 
に音声呼出用シールを貼り付け、音声を簡単に呼出します



スピーチ（iPad アクセシビリティ）



紙文書⇒スキャン（OCR)⇒音声読上



紙文書⇒スキャン（OCR)⇒音声読上



紙文書⇒スキャン（OCR)⇒WORD⇒音声読上／編集



紙文書⇒スキャン（OCR)⇒PDF(文字検索可）⇒音声読上



手書き文書⇒スキャン（OCR)⇒音声読上



デイジー教科書のダウンロード／視聴



マルチメディアデイジー図書の視聴



PDF・HTML切替型のデジタル文書ブラウザ



PDFデータの視聴／書込



マルチメディアデイジー図書の作成



EPUB形式（iBooks)図書の作成



オリジナル文書の音声読上



該当学年以降の漢字をひらがな変換



条件指定（学年／人名等）した漢字のみルビ振り



文書を「ぶんしょ」「文書」変換
ぶんしょ



文書を「文書」「文書」変換
ぶんしょ bunsyo



書く



音声入力



でかキーボード（アプリ）



　こどもキーボード（アプリ）



プリント⇒撮影⇒音声／キーボード入力



紙文書⇒スキャン（OCR)⇒解答入力



えにっき簡単作成



読書感想文簡単作成



文書作成⇒１文字ずつなぞり書き⇒手書き文書完成



縦書き文書作成



縦書き文書作成（漢字再変換可能）



縦書き文書作成（縦書き・横書き／文字数カウント）



板書画像を簡単アルバム整理



話す



Using Talkitt SD



書く前・話す前に思考の整理



聞く



言葉の指示を視覚化



計算する



手書き電卓（電卓／数字を書く練習に）



計算過程が残せる電卓



筆算時に桁ずれをしてしまう



記憶する



視覚・聴覚情報で記録



手順／スケジュール管理



予定・スケジュール 
見通し



見通し　スケジュール／手順書・タイマー



タイマー時計板をよめない子へのビジュアルタイマー



まとめ



社会変革・支援者の意識改革 
　超えずに済ます（価値観を変える） 
基礎的環境整備 
　壊す（ルールを変える） 
合理的配慮 
　持ち上げてもらう（力を借りる） 
　回避する（代替手段） 
本人の努力 
　よじ登る（訓練する） 

子どもの負荷

低い

高い

支援者の負荷

高い

低い

Trade-off　⇒　Win-Winへのパラダイムシフト



現代は百年単位で見ると 
アナログからデジタルへの 
大きな過渡期です 

辞書で調べることも, 
筆算で計算することも, 
ノートに書けることも, 
文書を読めることも, 
記憶できることも 

微妙にまだ必要なスキルなんですよね！ 

でも、今の子どもたちが大人になった時に 
本当に必要な力は・・・・ 



読む、書く、計算する、記憶する 
出来たほうが便利に決まってます 

でも 

代替手段で出来れば 
出来ないよりもはるかに便利です 



代替手段は手軽であればあるほど 
便利です 

アナログ 
⇓ 

デジタル 



参考図書















「合理的配慮」「学習のUD」「特別支援教育」「概論・入門編」

各号のキーワード

「視覚支援」

特別支援教育とAT(アシスティブテクノロジー) 
国立特別支援教育総合研究所　金森　克浩

「AAC再入門」 「知的障害」



東京大学先端科学技術研究センター　関係



魔法プロジェクト　研究成果

あきちゃんの魔法の 
ポケット

魔法のふでばこ 魔法のじゅうたん

http://maho-prj.org/魔法のランプ 魔法のワンド 魔法の宿題

東京大学先端科学技術研究センターとソ
フトバンクグループは、携帯電話・スマー
トフォン等の情報端末の活用が障害を持
つ子どもたちの生活や学習支援に役立つ
ことを目指し2009年6月から「あきちゃ
んの魔法のポケットプロジェクト」をス
タートしました。 

https://maho-prj.org
魔法の種

http://maho-prj.org/
https://maho-prj.org


文部科学省 
発達障害のある子供たちのための 

ICT活用ハンドブック

特別支援学級編 通常の学級編 通級指導教室編

平成25年度文部科学省調査研究委託事業

ICT活用
ハ ン ド ブ ッ ク

通 常 の 学 級 編

通級指導
教室編

ICT
ハンドブック

平成25年度文部科学省委託事業

発達障害のある子供たちのための

活 用

Information and
Communication Technology



香川大学教授　　坂井　聡



日本肢体不自由児協会



EDGE



http://npo-atds.org

https://www.facebook.com/takamatsu.takashi


